
中
小
企
業
優
秀
新
技
術
賞

テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ツ
が
奨
励
賞

�株
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ツ
（
南
区
的
場
町
一

丁
目
五
―
五
、
反
本
正
典
社
長
）
は
「
次

世
代
ア
ン
ダ
ー
カ
ッ
ト
（
型
か
ら
取
り
出

す
時
に
支
障
と
な
る
凸
凹
部
）成
形
装
置
」

で
、
第
二
〇
回
「
中
小
企
業
優
秀
新
技
術

・
新
製
品
賞
」（
�財
り
そ
な
中
小
企
業
振
興

財
団
な
ど
主
催
）の
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

金
型
の
ス
ラ
イ
ド
機
構
を
独
特
の
単
体

ユ
ニ
ッ
ト
化
す
る
こ
と
で
、
自
由
で
高
精

度
な
形
状
に
対
応
で
き
、
従
来
の
金
型
加

工
工
数
を
大
幅
に
削
減
し
た
点
が
評
価
さ

れ
た
。

同
賞
は
、
り
そ
な
財
団
と
日
刊
工
業
新

聞
社
の
主
催
で
、
技
術
・
製
品
部
門
に
は

全
国
か
ら
三
三
八
件
が
応
募
。
中
小
企
業

庁
長
官
賞
、
優
秀
賞
、
優
良
賞
、
奨
励
賞

を
計
三
〇
社
が
受
賞
し
た
。
賞
金
は
一
〇

万
円
で
、
４
月
１１
日
に
東
京
で
贈
賞
式
が

あ
る
。
同
製
品
は
昨
年
１０
月
、
ひ
ろ
し
ま

ベ
ン
チ
ャ
ー
大
賞
も
受
賞
し
て
い
る
。

テ
イ
ケ
イ
西
日
本

１
億
円
の
私
募
債
を
発
行

警
備
業
の
�株
テ
イ
ケ
イ
西
日
本
（
中
区

東
白
島
町
一
九
―
七
七
、
小
倉
伸
一
郎
社

長
）
は
３
月
３１
日
付
で
、
一
億
円
の
私
募

債
を
発
行
し
た
。
同
業
の
�株
警
友
（
中
区

舟
入
町
）
の
交
通
誘
導
部
門
を
１
月
に
統

合
し
て
お
り
、
事
業
強
化
と
拡
大
に
充
て

る
。引
き
受
け
は
広
島
銀
行
八
丁
堀
支
店
。

島
根
と
広
島
の
営
業
拠
点
九
ヵ
所
と
警

備
員
四
〇
〇
人
を
引
き
継
ぎ
、
中
国
地
区

一
六
ヵ
所
、
一
〇
〇
〇
人
体
制
に
拡
大
し

て
い
る
。
公
共
工
事
や
民
間
需
要
が
先
細

る
中
、
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
・
買
収
）

で
競
争
力
を
高
め
生
き
残
り
を
図
る
構
え
。

テ
イ
ケ
イ
は
交
通
誘
導
、
機
械
、
施
設
警

備
の
ほ
か
、
安
全
対
策
を
ト
ー
タ
ル
で
提

案
す
る
イ
ベ
ン
ト
警
備
を
得
意
と
す
る
。

０
９
年
５
月
期
売
上
げ
は
警
友
分
を
着
実

に
上
乗
せ
し
て
二
五
億
円
以
上
を
見
込
む
。

広
島
信
用
金
庫

３
社
の
私
募
債
を
受
託

広
島
信
用
金
庫
（
高
木
一
之
理
事
長
）

は
各
種
精
密
ロ
ー
ル
製
作
・
硬
質
ク
ロ
ー

ム
メ
ッ
キ
加
工
業
の
フ
ァ
イ
ン
バ
ー
テ
ッ

ク
�株（
安
芸
区
中
野
東
四
丁
目
七
―
三
二
、

古
本
幹
生
社
長
）
が
３
月
２５
日
発
行
し
た

第
一
回
無
担
保
社
債
五
〇
〇
〇
万
円
（
期

間
二
年
）、リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業
の
日
本
基

準
寝
具
�株
（
安
佐
南
区
大
町
東
二
丁
目
一

五
―
二
、
今
井
誠
則
社
長
）
が
同
日
発
行

し
た
県
信
用
保
証
協
会
保
証
付
第
六
回
無

担
保
社
債
五
〇
〇
〇
万
円（
期
間
七
年
）、

建
設
資
材
卸
売
、
施
工
取
付
業
の
佐
々
木

金
属
工
業
�株
（
中
区
光
南
五
丁
目
二
―
三

九
、
佐
々
木
優
子
社
長
）
が
同
日
発
行
し

た
県
信
用
保
証
協
会
保
証
付
第
一
回
無
担

保
社
債
三
〇
〇
〇
万
円（
期
間
五
年
）、
第

二
回
無
担
保
社
債
七
〇
〇
〇
万
円
（
同
）

を
受
託
し
た
。
各
社
と
も
運
転
資
金
に
充

て
る
。

こ
の
一
〇
年
間
に

手
術
を
し
た
肺
癌
患

者
さ
ん
約
七
〇
〇
例

の
う
ち
男
性
は
九
五

％
、女
性
は
二
五
％

が
喫
煙
者
で
し
た
。
最
近
、
肺
癌
患
者
数
は

増
加
し
、
癌
死
亡
者
数
で
胃
癌
を
抜
き
ト
ッ

プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
増
加
の
原
因
は
、

何
と
言
っ
て
も
「
喫
煙
」
で
す
。
タ
バ
コ
に

は
四
〇
〇
〇
種
類
の
化
学
物
質
、
二
〇
〇
種

類
の
有
害
物
質
、
四
三
種
類
の
発
癌
物
質
が

含
ま
れ
て
い
て
、
肺
癌
に
か
か
っ
た
男
性
の

七
〇
％
、
女
性
で
は
二
〇
％
が
、
タ
バ
コ
を

吸
わ
な
け
れ
ば
肺
癌
に
な
ら
ず
に
す
ん
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
喫
煙
」
が
人
に
与
え
る
影
響
は
、
過
去

か
ら
現
在
ま
で
の
喫
煙
量
に
正
比
例
し
ま
す
。

そ
の
総
量
を
割
り
出
す
目
安
と
し
て
、
喫
煙

指
数（
ブ
リ
ン
ク
マ
ン
指
数
）が
用
い
ら
れ
、

（
一
日
の
喫
煙
本
数
）
×
（
喫
煙
年
数
）
の

値
で
示
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
一
日
二
〇
本
、

二
〇
年
間
喫
煙
し
て
い
る
場
合
は
、
喫
煙
指

数
�
二
〇
×
二
〇
�
四
〇
〇
と
な
り
、
四
〇

〇
以
上
で
は
肺
癌
が
発
生
し
や
す
い
状
況
に

な
り
ま
す
。
六
〇
〇
以
上
は
肺
癌
の
ハ
イ
リ

ス
ク
群
、
一
二
〇
〇
以
上
は
非
喫
煙
者
に
比

べ
六
・
四
倍
も
肺
癌
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
禁
煙
す
る
と
一
〇
年
で
肺
癌

の
リ
ス
ク
は
半
減
し
、
二
〇
年
で
非
喫
煙
者

と
同
程
度
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
タ
バ
コ
が
体
に
悪
い
こ

と
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
愛
煙
家
は
い
ろ
い

ろ
な
屁
理
屈
を
並
べ
て
タ
バ
コ
を
や
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
禁
煙
に
は
、
本

人
の
強
固
な
意
志
が
大
切
で
す
が
、
や
め
よ

う
と
決
心
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、
意

志
が
弱
い
か
ら
で
な
く
、「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

と
い
う
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

実
際
に
、
禁
煙
開
始
当
初
は
、
イ
ラ
イ
ラ
感
、

集
中
力
低
下
、
不
安
感
な
ど
の
ニ
コ
チ
ン
禁

断
症
状
に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、「
喫
煙
」
は
、
単
な
る
個
人
の
習

慣
や
嗜
好
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
保
険
証

を
使
っ
て
病
院
で
治
療
で
き
る
「
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
」
と
い
う
立
派
な
病
気
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
２
０
０
６
年
４
月
か
ら
、
禁

煙
治
療
が
保
険
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
標
準
的
な
治
療
は
主
に
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ

チ
（
外
皮
用
剤
）
で
行
い
ま
す
。
こ
の
治
療

法
は
、
二
週
間
ご
と
の
通
院
で
三
カ
月
間
、

総
費
用
は
約
一
万
二
〇
〇
〇
円（
三
割
負
担
）

で
受
け
ら
れ
、
禁
煙
の
成
功
率
は
二
倍
に
高

ま
り
ま
す
。

肺
癌
の
治
療
成
績
は
こ
の
一
〇
年
間
で
大

き
な
向
上
は
な
く
、肺
癌

の
死
亡
数
を
減
ら
す
に
は
、

一
次
予
防
で
あ
る
禁
煙
が

最
も
効
果
的
で
、国
を
あ

げ
て
の
禁
煙
推
進
運
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
は
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
と
い
う
病
気
で
す
！

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院
副
院
長

広
島
市
医
師
会
副
会
長

石
田

照
佳

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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